
（別紙３）

〜 令和 ７年 １⽉３１⽇

（対象者数） 26名 （回答者数） 22名

〜 令和 ７年 ２⽉２８⽇

（対象者数） 9名 （回答者数） 7名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・お子様一人ひとりに対してどんな声掛けをする
と気持ちの表出がしやすいのか、どんな様子か等
のミーティングでの共通理解をする。

2

・些細なお子様の意⾒の表出も聞き逃さないよう
に、それぞれの職員がお子様からの意⾒をミー
ティング等で話し合う。
・お子様の特性や困りごとを把握し、それに必要
なカリキュラムを考え出し合うようにする。

○事業所名 放課後等デイサービスＤｏｒｅａｍ

○保護者評価実施期間 令和 ７年 １⽉１０⽇

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和 ７年 ２⽉ １⽇

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成⽇ 令和 ７年 ３⽉１５⽇

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等

・お子様が安心でき、心の安定が図れる場所 ・お子様一人ひとりのお気持ちに寄り添いながら気
持ちを表出できるような声掛け。
・自己肯定感が上がるよう、自⾝で⾏動やできたこ
とはたくさん褒める。

・お子様が楽しい、やってみたいと感じるようなカ
リキュラム構成

・お子様のしたいカリキュラムの提案は積極的に取
り入れるようにして、主体性を高め、やる気につな
げていく。
・お子様が楽しめるような外出レクリエーションや
ソーシャルスキルトレーニング、ライフスキルト
レーニングを入れるために会議を⽉に1回⾏ってい
る。

事業所における自己評価総括表公表



改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

・事業所内でミーティングやカンファレンスを強
化。
・外部研修への積極的な参加。

・⽀援に対する⽀援⼒

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

・経験や知識の多い職員が少ない。


